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〜
被
災
地
の
キ
ノ
コ
復
活
へ
〜

宮
城
県
へ
キ
ノ
コ
用
原
木
無
償
提
供

大衡総合センターにて　宮城県関係者・キノコ生産者と

　

東
日
本
大
震
災
の
復
興
を
支
援
す
る
「
湯
前
町
・
水
上
村
東
北
地
方
太

平
洋
沖
地
震
災
害
復
興
支
援
協
議
会（
会
長
：
鶴
田
正
已
湯
前
町
長
）」は
、

湯
前
町
・
水
上
村
有
林
の
キ
ノ
コ
用
原
木
（
ク
ヌ
ギ
）
を
宮
城
県
へ
無
償

提
供
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
福
島
第
一
原
発
事
故
の
放
射
能
飛
散
に
よ
り
、
指
標
値
を
超

え
た
原
木
が
使
え
ず
、
今
春
植
菌
用
の
原
木
が
圧
倒
的
に
不
足
し
て
い
る

宮
城
県
の
た
め
、
昨
年
十
月
に
同
協
議
会
が
キ
ノ
コ
用
原
木
一
〇
〇
㎥
の

無
償
提
供
を
決
め
た
も
の
で
す
。

　

二
月
二
十
五
日
、
上
球
磨
森
林
組
合
集
出
荷
セ
ン
タ
ー
（
木
材
共
販
所
）

に
て
出
発
式
が
行
わ
れ
、
両
町
村
の
関
係
者
や
熊
本
県
か
ら
約
七
十
人
が

出
席
。
出
席
者
が
見
守
る
な
か
ト
レ
ー
ラ
ー
ト
ラ
ッ
ク
三
台
で
宮
城
県
へ

出
発
し
ま
し
た
。

　

二
月
二
十
七
、二
十
八
日
で
同
協
議
会
一
行
（
鶴
田
会
長
、
廣
瀬
副
会

長
（
水
上
村
長
））、
的
場
上
球
磨
森
林
組
合
長
（
事
業
実
施
者
））
は
、

宮
城
県
で
の
贈
呈
式
及
び
引
渡
式
へ
出
席
し
ま
し
た
。

　

二
十
七
日
は
、
宮
城
県
庁
に
て
若わ
か
お生
副
知
事
と
面
会
し
、
目
録
を
贈
呈

し
ま
し
た
。
副
知
事
か
ら
は
感
謝
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
、
同
協
議
会
に
感

謝
状
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

二
十
八
日
は
、
大お

お
ひ
ら
む
ら

衡
村
の
木
材
共
販
所
大
衡
総
合
セ
ン
タ
ー
で
引
渡
式

が
開
催
さ
れ
、
約
一
，
七
〇
〇
㎞
の
遠
路
と
な
っ
た
ト
レ
ー
ラ
ー
ト
ラ
ッ

ク
も
無
事
到
着
し
、
宮
城
県
や
地
元
キ
ノ
コ
生
産
者
な
ど
関
係
者
約
三
十

人
が
出
席
の
な
か
鶴
田
会
長
か
ら
仙
台
市
の
生
産
者
に
原
木
が
直
接
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。
生
産
者
代
表
か
ら
「
安
全
な
原
木
を
い
だ
た
き
生
産
者
に

と
っ
て
大
変
あ
り
が
た
い
。
復
活
に
向
け
て
頑
張
り
た
い
」
と
御
礼
の
言

葉
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

式
終
了
後
、
早
速
ト
レ
ー
ラ
ー
ト
ラ
ッ
ク
か
ら
生
産
者
の
ト
ラ
ッ
ク
に

原
木
が
渡
さ
れ
、
セ
ン
タ
ー
を
後
に
さ
れ
ま
し
た
。

　

提
供
し
た
原
木
で
キ
ノ
コ
が
育
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
祈
り
つ
つ
、
一
日

も
早
い
復
興
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

宮城県庁にて　若生副知事と（左から２人目）

鶴田会長（右）から、
生産者代表へ引渡し



3

　３月３日（日）、湯山小学校学習発表会、湯山
サミットが開催されました。当日は約１３０人の
来校者があり、日頃の学習の成果を保護者や地域
の方に見ていただこうと、どの学級も張り切って
発表していました。
　４年生以上男子、湯山男組の「安木節、ソーラ
ン節」で発表会が幕開け。１年生は「くじらぐも」
の劇を元気いっぱい披露。２年生は生活科で学習
した「みんな大きくなったね」を発表。読み聞か
せ学校応援団さくら会による「湯山に伝わる昔話」
の読み聞かせ。３・４年生の「楽しく歌って合奏」
では、きれいなリコーダーの演奏を聞かせてくれ
ました。
　５・６年生は湯山サミットで、「水上村のよさ
を伝えよう」をテーマに「ゆるキャラを作って、
全国に水上村をＰＲしてはどうか」「にこにこ安
全マップ」「プロモーションビデオ」について、
パワーポイントを使いながら発表、提案し、協力
者からアドバイスや意見をもらいました。
　展示では、児童の作品をはじめ、湯山保育所、
桜寿園、地域の方々の作品が並び、学習発表会を
盛り上げていました。

地域の方の展示

ソーラン節

みんな大きくなったね

楽しく歌って合奏

水上村のよさを伝えよう

くじらぐも

日頃の学習成果を発表
湯山サミット
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平
成
二
十
五
年
第
一
回
定
例
議
会
が
三
月
八
日
か
ら
十
三
日
ま
で
の
六
日
間

の
会
期
で
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
平
成
二
十
四
年
度
各
会
計
補
正
予
算
十
件
、
平
成
二
十
五
年
度
各

会
計
当
初
予
算
八
件
、
村
長
等
特
別
職
及
び
議
会
議
員
が
村
民
の
代
表
者
と
し

て
人
格
及
び
倫
理
の
向
上
に
努
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
水
上
村
政
治
倫
理
条

例
の
制
定
な
ど
が
提
案
さ
れ
、
慎
重
に
審
議
さ
れ
た
結
果
、
全
議
案
（
四
十
四
）

が
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
初
日
に
行
わ
れ
た
一
般
質
問
に
は
二
名
の
議
員
が
登
壇
し
、
執
行
部

の
考
え
を
質
し
ま
し
た
。

■
条
例
等

○
水
上
村
暴
力
団
排
除
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

○
水
上
村
林
道
事
業
に
関
す
る
基
金
条
例

を
廃
止
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

○
水
上
村
本
野
地
域
開
発
基
金
条
例
を
廃

止
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

○
熊
本
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
を
組
織

す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の
減
少
及
び

規
約
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

○
球
磨
郡
障
害
認
定
審
査
会
共
同
設
置
規

約
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

○
水
上
村
政
治
倫
理
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
○
水
上
村
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

○
水
上
村
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策

本
部
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

○
水
上
村
は
り
・
き
ゅ
う
施
療
費
支
給
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

○
水
上
村
小
型
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
整

備
事
業
補
助
金
交
付
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

○
水
上
村
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の

事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す

る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
○
水
上
村
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防

サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び

運
営
並
び
に
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予

防
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
介
護
予
防
の
た
め

の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基

準
を
定
め
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

○
水
上
村
簡
易
水
道
事
業
に
係
る
布
設
工

事
監
督
者
及
び
水
道
技
術
管
理
者
に
関

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

○
水
上
村
が
管
理
す
る
村
道
に
設
け
る
道

路
標
識
の
寸
法
に
関
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

○
水
上
村
が
管
理
す
る
村
道
の
構
造
の
技

術
的
基
準
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

○
水
上
村
営
住
宅
管
理
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

○
水
上
村
営
住
宅
及
び
共
同
施
設
の
整
備

基
準
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

○
水
上
村
下
水
道
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

○
水
上
村
辺
地
総
合
整
備
計
画
の
策
定
に

つ
い
て

○
水
上
村
商
工
会
員
の
借
入
資
金
に
関
す

る
預
託
に
つ
い
て

○
水
上
村
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

○
水
上
村
議
会
会
議
規
則
の
一
部
を
改
正

す
る
規
則
に
つ
い
て

■
予
算

○
平
成
二
十
四
年
度
水
上
村
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
八
号
・
第
九
号
）

○
平
成
二
十
四
年
度
水
上
村
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
三
号
）

○
平
成
二
十
四
年
度
水
上
村
介
護
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
三
号
）

○
平
成
二
十
四
年
度
水
上
村
後
期
高
齢
者

医
療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）

○
平
成
二
十
四
年
度
水
上
村
簡
易
水
道
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
三
号
）

○
平
成
二
十
四
年
度
水
上
村
農
業
集
落
排

水
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
一
号
）

○
平
成
二
十
四
年
度
水
上
村
林
業
集
落
排

水
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
一
号
）

○
平
成
二
十
四
年
度
水
上
村
下
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
・
第
二

号
）

○
平
成
二
十
五
年
度
水
上
村
一
般
会
計
予

算
○
平
成
二
十
五
年
度
水
上
村
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
予
算

○
平
成
二
十
五
年
度
水
上
村
介
護
保
険
特

別
会
計
予
算

○
平
成
二
十
五
年
度
水
上
村
後
期
高
齢
者

医
療
特
別
会
計
予
算

○
平
成
二
十
五
年
度
水
上
村
簡
易
水
道
事

業
特
別
会
計
予
算

○
平
成
二
十
五
年
度
水
上
村
農
業
集
落
排

水
事
業
特
別
会
計
予
算

○
平
成
二
十
五
年
度
水
上
村
林
業
集
落
排

水
事
業
特
別
会
計
予
算

○
平
成
二
十
五
年
度
水
上
村
下
水
道
事
業

特
別
会
計
予
算

■
そ
の
他

　

○
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

　

○
村
道
の
認
定
に
つ
い
て（
覚
井
本
野
線
）

　

○
村
道
の
認
定
に
つ
い
て
（
下
本
野
線
）

　

○
継
続
審
査
申
出
書

■
一
般
質
問

　

◎
米
良　

哲
議
員

　
　

①
行
政
改
革
に
つ
い
て

　
　

②
選
挙
公
約
に
つ
い
て

　

◎
那
須
正
弘
議
員

　
　

①
財
政
運
営
に
つ
い
て

　
　

②
経
費
削
減
策
に
つ
い
て

　
　

③
副
村
長
に
つ
い
て

　
　

④
費
用
対
効
果
等
に
つ
い
て

　
　

⑤
観
光
振
興
に
つ
い
て

第
一
回　

水
上
村
議
会
定
例
会
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歳出性質別比較表 歳出款別比較表

歳入款別比較表

商工費　4.11％
107,638千円

平成25年度　歳入歳出図表（一般会計）
予算総額　2,620,000千円

寄附金　0.00％　4千円

繰入金　0.93％　24,321千円
財産収入　3.47％　91,025千円

諸収入　1.10％
28,934千円

分担金負担金　1.01％
26,595千円

使用料手数料　1.04％
27,190千円

繰越金　2.54％
66,423千円

地方特例交付金等　0.01％
200千円

利子割交付金　0.01％
250千円

配当割交付金　0.01％
150千円

株式等譲渡所得割交付金　0.00％
50千円

自動車取得税交付金
0.27％　7,001千円
地方消費税交付金　0.73％
19,000千円

地方譲与税　1.53％
40,001千円
国庫支出金　3.04％
79,617千円

村税　7.79％
204,225千円
村税　7.79％
204,225千円
村税　7.79％
204,225千円

依存財源
82.12％

自主財源
17.88％

村債
10.74％
281,400千円

村債
10.74％
281,400千円

村債
10.74％
281,400千円

人件費
18.15％
475,396千円

公債費
13.95％
365,428千円

総務費
16.69％
437,243千円

教育費
7.83％
205,204千円

消防費　4.69％
123,003千円

議会費　2.51％
65,644千円

予備費　0.19％
5,000千円
災害復旧事業費　0.49％
12,803千円
諸支出金　0.00％
2千円

労働費　0.00％
1千円

民生費
16.37％
428,888千円

土木費
9.77％
255,963千円

農林水産業費
16.56％
433,961千円

農林水産業費
16.56％
433,961千円

農林水産業費
16.56％
433,961千円

扶助費　4.93％
129,158千円

投資及び出資金貸付金
0.81％　21,149千円

維持補修費　1.18％
31,009千円

積立金　0.36％　9,484千円
予備費　0.19％　5,000千円

公債費
13.95％
365,428千円

普通建設事業費
18.33％
480,295千円

補助費等
21.71％
568,720千円

繰出金
6.75％
176,884千円

繰出金
6.75％
176,884千円

繰出金
6.75％
176,884千円

物件費
13.64％
357,477千円

県支出金　12.35％
323,614千円

地方交付税
53.43％
1,400,000千円

地方交付税
53.43％
1,400,000千円

地方交付税
53.43％
1,400,000千円

衛生費　6.84％
179,222千円

  平成 25年度当初予算

　平成 25 年度一般会計当初予算については、前年より 2億 8,500 万円増、比率にして 12.2％の
増額予算となりました。
　定例初日、廣瀬親吾村長は、「自主財源である村税等の大幅な伸びは今後も期待できず、歳入
の 50％以上を占めている地方交付税、国 ･県支出金、村債等の依存財源が多くを占めているな
かで、社会福祉費や保健衛生費等が増加の一途であることを踏まえ、今後細心の注意を払い財
政運営にあたって参りたいと考えております。」と述べました。
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平成 25年度　主な事業明細一覧表

担当課 事　　業　　名 予算額 事　　業　　内　　容

総 務 課

総 務 管 理 55,578 財産管理費、総合行政システム費、総合行政ネットワーク費

交 通 安 全 防 犯 費 5,020 交通安全施設整備、防犯外灯整備、チャイルドシート購入補助金

高度情報通信基盤整備事業 33,037 ブロードバンド整備事業
選 挙 費 3,453 参議院議員通常選挙費
地 域 公 共 交 通 対 策 費 16,905 地方バス運行対策事業、くま川鉄道対策費

消 防 費 118,858 防火水槽設置工事、江代地区防災避難所建設工事等

公 債 費 365,428 公債費（元利償還金）

企画観光課

企 画 振 興 費 7,942 水資源開発事業、水上ツーリズム推進事業等

商 工 振 興 費 40,000 商品券発行事業助成、商工業施設等整備事業補助金等

観 光 費 49,943 森林セラピー基地推進事業、カントリーパーク整備事業等

税 務 課 地 籍 調 査 事 業 3,896 主に北目、湯山覚井、神揚地区

住民福祉課

戸 籍 住 民 基 本 台 帳 整 備 10,493 戸籍住民基本台帳費、窓口証明書発行システム事業

社 会 福 祉 対 策 172,241 障害者総合支援事業、高齢者福祉事業等

児 童 福 祉 対 策 159,967 保育事業、次世代育成支援事業、児童手当給付金等

保 健 衛 生 事 業 93,207 健康診査事業、子ども医療費助成事業、環境衛生事業等

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 384,500 国民健康保険事業

介 護 保 険 特 別 会 計 430,000 介護保険事業

後期高齢者医療特別会計 30,500 後期高齢者医療事業

経 済 課

農 業 委 員 会 費 11,716 農業者年金受託事業、農業担い手育成対策事業等
農 業 振 興 費 36,544 経営所得安定対策事業、中山間地域等直接支払制度事業等
畜 産 振 興 費 3,542 各種品評会、畜産協会補助、家畜導入事業等

林 業 振 興 費 222,136 特定鳥獣適正管理報償費、緑の産業再生プロジェクト促進事業補助金等

建 設 課

水 環 境 整 備 事 業 25,000 舟石地区簡易給水施設整備工事、古川地区地下水源掘削工事

農 林 水 産 業 施 設 整 備 50,500 林道管理費、林道川内線舗装工事、林道上米良大平線舗装工事

道 路 橋 り ょ う 整 備 事 業 148,350 道路新設改良事業、道路舗装事業、道路災害防止事業等

ふるさとマイホーム推進事業 1,500 ふるさとマイホーム祝金
定 住 促 進 事 業 34,600 岩野覚井地区定住促進住宅建設工事等
災 害 復 旧 費 12,800 林道梅木鶴線災害復旧工事、単独災害修繕料
簡 易 水 道 事 業 39,148 簡易水道事業
農 業 集 落 排 水 事 業 51,500 湯山地区・本野地区農業集落排水施設管理費

林 業 集 落 排 水 事 業 9,100 古屋敷地区林業集落排水施設管理費

公 共 下 水 道 事 業 45,500 下水道総務費、下水道管理費

教 育 課

教 育 総 務 費 5,151 就学児童対策費、外国青年招致事業

小 学 校 費 18,045 学校補助教員、特別支援教育支援員等

中 学 校 費 4,025 体験学習助成事業、教育設備等整備費

学 校 給 食 費 10,464 学校給食食材費、食材品質安定化推進費

社 会 教 育 費 3,060 文化財保護事業、放課後子どもプラン事業等

保 健 体 育 費 9,093 総合型スポーツクラブ補助金、マラソン大会公認コース事業等

（単位：千円）
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農家のみなさんへ

農作業事故に注意 !!
～安全確認徹底で家族と農業を守ろう～

　春は秋とともに農作業事故の発生が多い時期です。近年、農作業中の事故が多発しています。これから耕起、
代掻き、田植えと機械の使用が増えますので、農業機械の取り扱いには充分注意しましょう。
　また、水路の点検も早めに実施して下さい。

①農業機械の点検整備の励行
②点検時は必ずエンジンを停止する。
③安全保護具の使用、作業に適した服装をする。
④疲労を蓄積させないために、定期的に休憩する。

シリーズシリーズ

窓からみ
る
農
業8585

「１ha以上の土地取引には届出が必要です」
○届出の必要な土地取引
１ha（10,000㎡）以上の土地について、売買・交換・地上権の設定・譲渡等の契約を締結した場

合、届出が必要となります。
○届出の手続き
土地の権利取得者（買主）は、土地の所在する市町村の国土利用法担当課窓口（本村の場合は役場

企画観光課）に、契約（予約も含む）締結日を含めて２週間以内に届け出て下さい。

◇お問い合わせ先
　・水上村役場企画観光課　　電話　0966－44－0312
　・熊本県地域振興課地域づくり調整班　　電話　096－333－2181

水上村農地賃借料情報
　水上村農業委員会では、農地法の規定に基づき賃借料の情報提供を行っております。
　平成 24 年１月から 12 月までに締結（公告）された、農地の賃貸借における賃借料
　水準（10a 当たり）を、以下のとおりお知らせします。
　　平成 25 年３月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　水上村農業委員会

【　田（水稲）の部　】　     　　（単位：円／ 10ａ）

締結（公告）された地域名 平均額 最高額 最低額 データ数

岩野（整備田） 18,333 21,000 16,000 12

湯山（整備田） 15,020 20,000 11,081 12

水上村全域（未整備田） 10,652 15,000 5,936 12

（参考）水上村全体平均 14,652 21,000 5,936 36

※１．データ数は、集計に用いた筆数である。
※２．データ中の物納分は、7,000 円／ 30kg 袋で換算し
　　ております。

＜参考資料＞     　                　（単位：円／ 10ａ）
区　　　　分 20年 21年 22年 23年 24年

田
（水稲）

水上村岩野
（整備田） 20,660 18,424

（89.2％）
17,954

（97.5％）
17,545

（97.7％）
18,333

（104.4％）
水上村湯山
（整備田） 13,381 14,533

（108.6％）
15,886

（109.2％）
15,132

（95.4％）
15,020

（99.2％）
水上村全域
（未整備田） 18,364 12,694

（69.1％）
9,683

（76.3％）
11,769

（121.5％）
10,652

（90.5％）
（参考）
水上村平均 18,067 15,951

 （88.2％）
14,293

 （89.6％）
14,560

（101.9％）
14,652

（100.6％）
※ 21年以降の下段（　）書きは、対前年増減率である。
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⇨
「基礎控除額（３３万円）」を超えない世帯で、被
保険者全員の年金収入の控除額をそれぞれ８０万
円として計算したうえで所得が０円となる場合

保険料の均等割額を９割軽減

⇨
「基礎控除額（３３万円）」＋「２４. ５万円×世
帯の被保険者数（被保険者である世帯主を除く）」
を超えない世帯

保険料の均等割額を５割軽減

⇨「基礎控除額（３３万円）」＋「３５万円×世帯
の被保険者数」を超えない世帯 保険料の均等割額を２割軽減

⇨「基礎控除額（３３万円）」を超えない世帯 保険料の均等割額を 8.5 割軽減

後期高齢者医療に関するお問い合わせは、
水上村役場住民福祉課　担当　椎葉

電話番号　０９６６－４４－０３１３　まで

後期高齢者医療被保険者へお知らせ

平成 25年度の保険料率（平成 24年度と同様）
均等割額 ４７，９００ 円　　　　所得割率　９．２６％

保険料（年額）＝均等割額 47,900 円＋所得割額｛（総所得金額等－基礎控除 33万円）× 9.26 %｝
※上限額は、年額 55 万円

○保険料の決まり方について
　被保険者個人ごとの保険料は、全員が負担する「均等割額」と所得に応じて負担する
「所得割額」の合計額になります。

平成 25年度も保険料軽減は継続します。
　所得が低い方や被用者保険（※）加入者に扶養されていた方は保険料の負担が軽くなりま
す。
（※）被用者保険とは協会けんぽ、健保組合、共済組合などです。

　所得が低い方の軽減
◆保険料の均等割額（被保険者全員が等しく負担する保険料）の軽減
　世帯（被保険者と世帯主）の総所得金額などが・・・

＊総所得金額等の計算には、専従者控除、譲渡所得の特別控除は適用されません。

◆保険料の所得割額（所得に応じて負担する保険料）の軽減
　被保険者の総所得金額などが・・・

　被用者保険加入者に扶養されていた方の軽減
　被用者保険加入者に扶養されていた方も、保険料が軽減されます。
　特別措置として、当分の間は保険料の均等割額が９割軽減されます（所得割額はかかり
ません）。
　対象となる方…資格を得た日の前日まで、被用者保険加入者に扶養されていた方

⇨「基礎控除（３３万円）」＋５８万円を超えない方 保険料の所得割額を５割軽減
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お問い合わせ先　住民福祉課　℡４４- ０３１３

春は異動の季節です
　　住民異動の手続きはお早めに

　３月、４月は入学、就職、転勤などで引っ越しをする人が多くなります。これに伴って必要となる住民異
動の手続きなどについてお知らせします。

住所異動などの届出一覧
こんなとき 種　類 届出期間 届出に必要なもの

ほかの市区町村から
転入したとき 転入届

引っ越してき
た日から
14日以内

・本人確認できるもの　　・印鑑
・転出証明書（前に住んでいた市区町村で発行したもの）
・国民健康保険証　
・国民年金手帳　　　関係ある人
・母子手帳の写し（18歳未満の方全て）

ほかの市区町村へ転
出するとき 転出届

引っ越す予定
日のおおよそ
14日以内

・本人確認できるもの　　・印鑑
・国民健康保険証　・後期高齢者被保険者証
・介護保険証　　・こども医療費受給者証　　　関係ある人
・印鑑登録証
※あらかじめ転出先の住所、世帯主、転出年月日を調べて
おいてください。

村内で住所が変わっ
たとき 転居届

引っ越したと
きから
14日以内

・本人確認できるもの　　・印鑑
・国民健康保険証　　・国民年金手帳
・後期高齢者被保険者証　・介護保険証　　　　関係ある人
・こども医療費受給者証　・住民基本台帳カード

住民異動の届出はお忘れなく
　正しい住所を届けないと、児童手当の給付が受けられなかったり、選挙ができなかったり、予防接種を
受けられなかったりなどの影響が出てきます。上の表に該当する人は、必ず期限内に住民福祉課に届け出
をしてください。なお、転入や転居の届け出は、引っ越しが終わっていないと受け付けできません。
　住民異動の届け出は、本人または世帯主もしくは同じ世帯の方が行ってください。
住民票の写しや戸籍謄本などの請求について
　各種証明書が必要な場合は、水上村役場住民福祉課もしくは村内の郵便局（水上郵便局、湯山郵便局、
古屋敷郵便局）で請求することができます。本人確認できるものを持参してください。
印鑑登録は本人が手続きを
　印鑑登録証明書は、金銭の貸し借りや不動産登記などに使われる大切なものです。登録の申請をする際
は本人がおいでください。
　印鑑登録に必要なもの：①印鑑（他の人が登録しているものは不可）②本人確認できるもの
本人確認について
　戸籍、住民票、印鑑関係の届け出や各種証明の交付請求をされるときは、運転免許証などの官公署が発
行した顔写真付きの本人確認書類を忘れずにお持ちください。

【本人確認の具体的な証明の例】
　※「氏名及び住所」又は「氏名及び生年月日」が確認できるものであることが前提です。

１枚の提示で足りるもの（例） ２枚以上の提示が必要なもの（例）

証
明
書
の
種
類

・運転免許証
・写真付き住民基本台帳カード
・旅券（パスポート）
・国又は地方公共団体の機関が発行した身分証明書
・身体障害者手帳
・療育手帳
・在留カード
　　　　　　　　　など

・写真の貼付のない住民基本台帳カード
・国民健康保険、健康保険、船員保険、又は介護保
険の被保険者証
・共済組合員証
・国民年金手帳
・国民年金、厚生年金保険又は船員保険の年金証書
・共済年金又は恩給の証書
※学生証、法人が発行した身分証明書で写真付きの
もの
※国又は地方公共団体が発行した資格証明書のうち
写真付きのもの（左記に掲げる書類を除く。）

など
「※」の書類のみが２枚以上あっても確認できませんので、ご注意ください。
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＝国民年金の届出・手続きを必ず行ってください=
　国民年金は、日本国内に住所がある20歳以上60歳未満の方すべてが加入する制度です。
　届出を忘れると、将来受け取る老齢基礎年金の年金額が少なくなったり、受けられな
くなる場合があります。また、不意の事故や病気で障害が残ったり、万一、亡くなられ
たときには、障害基礎年金や遺族基礎年金が支給されなくなるおそれがあります。
　届出を忘れずに行って、あなたの大切な年金の権利を守ってください。
　　　　お問い合わせ先：水上村役場　住民福祉課　担当：田浦　（TEL：44-0313）
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東京球磨ひとよし故郷会イメージキャラクターデザイン募集

　東京球磨ひとよし故郷会では、人吉球磨への愛着と郷土意識を高め魅力へのイメージアップを図る
ため誰でも親しめる「イメージキャラクター」を作成するためデザイン（愛称を含む）を募集します。
■応募資格　どなたでも応募できます。（プロ、アマ、年齢、性別、職業、住所、団体等）は問いません。
■応募作品内容
　人吉球磨をイメージできる、独自性ががあり誰からも愛され親しみやすいキャラクター（愛称を
含む）。

■応募規定
⑴作品は、応募者本人のオリジナルで未発表（同一作品を他のコンテスト等への応募や個人使用し
ていない）のもので、他のデザインと類似していないものとします。

⑵作品は平面的な印刷物だけでなく、各種広報（ぬいぐるみ、記念物品等）にも活用しますので、
それらを考慮したデザインとしてください。

■応募方法
⑴デザイン、手書き（用紙：白、Ａ４版：日本工業規格 297 ㎜×210 ㎜、縦長）又は電子データ（JPEG、
GIF 形式）により作成し、見やすく配色してください。

⑵応募点数は１人２点までとします。
⑶提出は、作品の裏面（メールでの応募の際はメール本文へ）に①氏名（ふりがな）、②郵便番号、
③住所、④年齢、⑤電話番号、⑥職業又は学校名、⑦メールアドレス（所有されている方のみ）、
⑧キャラクターの説明、⑨キャラクターの愛称を記入し、郵送又は電子メールにより、作品とと
もにお送りください。

　なお、作品は折れ曲がらないように注意してください。
■応募作品の取り扱い
⑴応募いただいた作品は、一切返却いたしません。
⑵採用作品の著作権、版権等すべての権利は、東京球磨ひとよし故郷会に帰属します。
⑶応募作品の著作権等に関する問題が発生した場合には、すべて応募者の責任とし、第三者からの
損害賠償等が提起された場合は東京球磨ひとよし故郷会は一切責任を負いません。

⑷応募規定等に違反する作品は、選考審査の対象になりません。なお、後日違反が判明した場合は、
入賞を取り消します。

⑸採用作品の使用にあたって、デザインの一部を修正・変更する場合があります。
⑹キャラクターのデザインと愛称は同時募集しますが、選考委員会の判断により別選考となる場合
があります。

⑺作品の応募に係る費用は、すべて応募者の負担となります。
■応募期間　　平成 25 年５月 31 日（金）まで（当日消印有効）
■賞および副賞
　最優秀賞１点（３万円および人吉球磨特産品詰め合わせ）
　優秀賞１点（１万円および人吉球磨特産品詰め合わせ）
　※受賞者が中学生以下の場合は、賞金が同額の図書カードとします。
■選考審査及び表彰式
　選考審査は、選考委員会等において厳正に行います。なお、審査結果は入賞者に直接ご連絡差し
上げ、東京球磨ひとよし故郷会ホームページ等に公表します。入賞者以外の方には、公表を持って
結果通知に代えさせて頂きますので、あらかじめご了承ください。

■個人情報の取扱い
　応募により知り得た情報については、この目的以外で使用する事はありません。ただし、入選者
の氏名、住所（市町村名まで）及び年齢又は学年は、東京球磨ひとよし故郷会ホームページに公表
させていただきます。

■応募先
〔郵送の場合〕　〒 107-0051　東京都港区元赤坂 1-5-11-4F
　　　　　　　東京球磨ひとよし故郷会・ふるさと事務局　「イメージキャラクターデザイン募集係」あて
〔電子メールの場合〕　アドレス：info@kuma-ohitoyoshi.net
　　　　　　　　　　メールタイトル：イメージキャラクターデザイン募集（氏名）

■問い合わせ
東京球磨ひとよし故郷会・事務局
TEL：03-3479-2750　FAX：03-3408-7736　午前 10 時～午後５時まで（平日のみ）
詳しくはホームページ【球磨ひと】をご覧下さい。
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平
成
二
十
五
年
度
前
期
「
技
能
検

定
」国
家
試
験
の
実
施
に
つ
い
て

　

技
能
検
定
は
、
働
く
方
々
の
有

す
る
技
能
・
知
識
を
一
定
の
基
準

に
よ
り
検
定
し
、
国
と
し
て
証
明

す
る
国
家
資
格
で
す
。

　

平
成
二
十
五
年
度
前
期
の
受
験

申
請
受
付
期
間
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

◎
受
験
申
請
受
付
期
間　

平
成

二
十
五
年
四
月
八
日
（
月
）
〜

十
九
日
（
金
）

◎
問
い
合
わ
せ
先　

熊
本
県
職
業

能
力
開
発
協
会

　

Q
〇
九
六
ー
二
八
五
ー
五
八
一
八

　

人
吉
球
磨
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー

　

Q
二
二
ー
二
四
七
五

パ
ソ
コ
ン
講
座
受
講
生
募
集

　

新
年
度
に
向
け
て
の
、
役
に
立

つ
パ
ソ
コ
ン
講
座
を
開
催
し
ま

す
。

　

ど
な
た
で
も
受
講
で
き
ま
す
の

で
、
奮
っ
て
受
講
の
ご
参
加
お
願

い
致
し
ま
す
。

①
中
高
年
向
け
ゆ
っ
く
り
進
む
パ

ソ
コ
ン
講
座

　

回
覧
板
は
パ
ソ
コ
ン
で
作
ろ
う

♪
超
初
心
者
用

○
日
程　

：
平
成
二
十
五
年
五
月

七
日
〜
三
十
一
日
の
火
曜
日
・

金
曜
日
の
八
日
間

○
時
間　

午
後
二
時
〜
四
時
（
二

時
間
×
八
日
間
）

○
会
場　

人
吉
球
磨
能
力
開
発
セ

ン
タ
ー
・
二
階
パ
ソ
コ
ン
教
室

○
内
容　

電
源
の
入
れ
方
か
ら
は

じ
め
、
回
覧
板
作
成
ま
で
。

○
募
集
人
員　

二
十
名

○
申
込
期
限　

平
成
二
十
五
年
四

月
一
日
〜
四
月
三
十
日

（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま

す
。
）

○
受
講
料　

一
万
円
（
テ
キ
ス
ト

代
を
含
み
ま
す
）

②
仕
事
に
活
用
す
る
・
活
用
で
き

る　

エ
ク
セ
ル
基
礎
！
講
座

○
日
程　

：
平
成
二
十
五
年
五
月

七
日
〜
三
十
一
日
の
火
曜
日
・

金
曜
日
の
八
日
間

○
時
間　

午
後
六
時
三
十
分
〜
八

時
三
十
分
（
二
時
間
×
八
日

間
）

○
会
場　

人
吉
球
磨
能
力
開
発
セ

ン
タ
ー
・
二
階
パ
ソ
コ
ン
教
室

○
内
容　

エ
ク
セ
ル
の
基
礎
全
般

○
募
集
人
員　

二
十
名

○
申
込
期
限　

平
成
二
十
五
年
四

月
一
日
〜
四
月
三
十
日

（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま

す
。
）

○
受
講
料　

一
万
二
千
円
（
テ
キ

ス
ト
代
を
含
み
ま
す
）

問
合
せ
・
申
込
先　

職
業
訓
練
法

人 

人
吉
球
磨
能
力
開
発
セ
ン

タ
ー

　

人
吉
市
相
良
町
一
二
五
三
ー
一

　

Q
二
二
ー
二
四
七
五

「
土
木
施
工
管
理
技
士
」
筆
記

試
験
対
策
講
座
受
講
生
募
集

　

土
木
工
事
に
従
事
す
る
施
工
管

理
技
術
者
の
技
術
の
向
上
、
技
術

水
準
の
確
保
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
国
家
試
験
で
す
。
試
験
対

策
講
座
の
受
講
生
を
左
記
の
と
お

り
募
集
し
ま
す
。

■
講
座
科
目　

「
土
木
施
工
管
理

技
士
」
筆
記
試
験
対
策
講
座

■
訓
練
期
間　

平
成
二
十
五
年
七

月
二
十
日
（
土
）
〜
九
月
七
日

（
土
）
ま
で
の
土
曜
日
の
み
の

八
日
間

■
時
間　

午
前
九
時
〜
午
後
四
時

（
六
時
間
）

■
募
集
期
間　

四
月
一
日
（
月
）

〜
四
月
十
九
日
（
金
）

■
受
講
料　

訓
練
生
一
人
に
つ
き

二
万
円
（
テ
キ
ス
ト
代
を
含

む
）

■
注
意
事
項　

十
月
実
施
の
試
験

に
申
込
み
を
予
定
し
て
い
る
方

が
対
象
と
な
り
ま
す
。　

　

試
験
申
し
込
み
ま
た
は
要
項
な

ど
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
・
申
込
先　

職
業
訓
練
法

人 

人
吉
球
磨
能
力
開
発
セ
ン

タ
ー

　

人
吉
市
相
良
町
一
二
五
三
ー
一

　

Q
二
二
ー
二
四
七
五

要
約
筆
記
者
養
成
講
座
の

ご
案
内

　

熊
本
県
・
熊
本
市
か
ら 

熊
本

県
ろ
う
者
福
祉
協
会
に
委
託
し
て

行
う
要
約
筆
記
者
養
成
講
座
を
ご

案
内
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
講
座
は
、
手
話
の
わ
か
ら

な
い
、
も
し
く
は
手
話
よ
り
も
日

本
語
で
の
文
字
情
報
で
の
情
報
保

障
を
望
む
聴
覚
障
害
者
に
対
し

て
、
書
い
た
り
・
パ
ソ
コ
ン
で
情

報
を
伝
え
る
要
約
筆
記
者
派
遣
事

業
の
担
い
手
で
あ
る
、
要
約
筆
記

者
を
養
成
す
る
も
の
で
す
。

　

要
約
筆
記
者
が
増
え
る
こ
と
は

地
域
の
聴
覚
障
害
者
の
社
会
参
加

に
つ
な
が
る
も
の
で
す
。

　

要
約
筆
記
者
に
な
り
た
い
方
は

ぜ
ひ
応
募
し
て
下
さ
い
。

○
講
座
の
内
容　

　

四
時
間(

二
十
一
回)　

計

八
十
四
時
間
（
共
通
三
十
八 

　

選
択
四
十
六
）　

○
期
日　

平
成
二
十
五
年
四
月

二
十
五
日
か
ら
十
月
三
十
一
日

ま
で　

毎
週
木
曜
日

　
　

十
時
〜
十
五
時

　

（
十
二
時
〜
十
三
時
は
昼
休

み
）

○
コ
ー
ス　

①
手
書
き
と
②
パ
ソ

コ
ン
の
２
コ
ー
ス
を
設
け
、
途

中
で
分
か
れ
ま
す
。

○
会
場　

熊
本
県
身
体
障
害
者
福

祉
セ
ン
タ
ー
（
熊
本
市
長
嶺
）

○
受
講
料　

無
料　

但
し
テ
キ
ス

ト
料
等　

約
三
千
円
程
度

○
受
講
資
格　

高
等
学
校
卒
業
以

上
の
学
力
を
有
し
、
要
約
筆
記

活
動
を
目
指
す
方
。

○
受
講
申
込　

四
月
十
日
ま
で
に

①
手
書
き
か
②
パ
ソ
コ
ン
の
ど

ち
ら
か
を
選
ん
で
電
話
で
申
し

込
ん
で
下
さ
い
。

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
八
六
二
―
○
九
五
○

　

熊
本
市
中
央
区
水
前
寺
６
丁
目

９
番
４
号

　

熊
本
聴
覚
障
害
者
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
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財
団
法
人 

熊
本
県
ろ
う
者
福

祉
協
会

　

担
当
者　

小
野
尚
寿

　

Q
〇
九
六
ー
三
八
三
ー
五
五
八
七

　

S
〇
九
六
ー
三
八
四
ー
五
九
三
七

平
成
二
十
五
年
第
一
回
危

険
物
取
扱
者
試
験
案
内

●
試
験
の
種
類　

甲
種
、
乙
種
第

一
類
〜
第
六
類
、
丙
種

●
試
験
日　

平
成
二
十
五
年
六
月

九
日
（
日
）

●
願
書
受
付
期
間

　

書
面
申
請　

平
成
二
十
五
年
四

月
十
五
日
（
月
）
〜
二
十
四
日

（
水
）

　

電
子
申
請　

平
成
二
十
五
年
四

月
十
二
日
（
金
）
〜
二
十
一
日

（
日
）

●
試
験
地　

熊
本
市
、
八
代
市
、

天
草
市
、
玉
名
市

※
詳
し
く
は
、
試
験
案
内
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

●
願
書
等
の
配
置
場
所

　

受
験
願
書
等
は
、
消
防
試
験
研

究
セ
ン
タ
ー
熊
本
支
部
及
び
熊

本
市
消
防
局
・
県
下
消
防
本
部

に
三
月
二
十
五
日
（
月
）
以
降

に
配
置
し
ま
す
。

　

配
置
開
始
日
：
危
険
物
取
扱　

十
二
月
十
日
（
月
）

　

消
防
設
備
士　

十
二
月
二
十
六

日
（
水
）

●
問
い
合
せ
先

　

（
財
）
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ

ー
熊
本
支
部

　

熊
本
市
中
央
区
九
品
寺
一
丁
目

十
一
ー
四　

県
教
育
会
館
四
階

　

Q
〇
九
六
ー
三
六
四
ー
五
〇
〇
五

ミ
ツ
バ
チ
に
対
す
る
農
薬

危
害
防
止
に
つ
い
て

　

カ
ン
キ
ツ
類
の
開
花
期
防
除
に

あ
た
っ
て
は
、
ミ
ツ
バ
チ
に
農
薬

散
布
に
よ
る
危
害
が
生
じ
な
い
よ

う
、
近
く
の
養
蜂
家
と
巣
箱
の
位

置
や
防
除
計
画
な
ど
事
前
に
情
報

交
換
を
行
う
と
と
も
に
、
農
薬
散

布
に
あ
た
っ
て
は
ミ
ツ
バ
チ
や
巣

箱
に
農
薬
が
か
か
ら
な
い
よ
う
十

分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
県
農
業
技
術
課

　

Q
〇
九
六
ー
三
三
三
ー
二
三
八
一

　

熊
本
県
畜
産
課

　

Q
〇
九
六
ー
三
三
三
ー
二
四
〇
一

　

ま
た
は
最
寄
り
の
各
地
域
振

興
局
（
熊
本
農
政
事
務
所
）
農

業
普
及
・
振
興
課

講　座　名　「九州山地の森を知ろう」
開　催　日　平成25年５月25日（土）～26日（日）
実 施 会 場　九州大学宮崎演習林（宮崎県東臼杵郡椎葉村大字大河内949）
募集対象者　一般市民
募 集 人 員　20名程度（応募多数の場合は、初参加の方を優先して抽選となります。抽選

の結果は、１週間を目処にお知らせします。）
必 要 経 費　１名につき講習料、宿泊料（１泊）・食事代（３食分）、保険料等として

5,000円の負担となります。
申 込 方 法　往復ハガキに住所・氏名・年齢・電話番号・性別をご記入のうえ申込くださ

い。
申　込　先　〒883-0402　宮崎県東臼杵郡椎葉村大字大河内949
　　　　　　九州大学宮崎演習林　電話　0983-38-1116
　　　　　　URL://www.forest.kyushu-u.ac.jp/miyazaki/index.php
募 集 期 間　平成25年４月15日（月）～５月10日（金）必着
講 座 内 容　５月25日（土）演習林事務所集合　13：00
　　　　　　　　　　　　　 開講式・講座・実習　13：30～17：30
　　　　　　５月26日（日）実習　9：00～15：00
　　　　　　　　　　　　　 質疑・応答・閉講式　15：00～15：30
そ　の　他　２日間講座を受けられた方には、修了証を授与します。

なお、実習では山を散策しますので、スニーカー・雨具・軍手・帽子等をご
用意ください。
宮崎演習林事務所集合、解散となります。

平成25年度九州大学公開講座の参加を募集します
講座名「九州山地の森を知ろう」
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池田　佳
か

音
のん

ちゃん（女）
（平成 25年１月５日生まれ）

水上村大字岩野
父：直之さん　母：美香さん

笑顔のカワイイ女の子になってね。

岡本　皓
こうせい

成ちゃん（男）
（平成 25年１月３日生まれ）

水上村大字岩野
父：孝雄さん　母：朋恵さん
健康で、たくましく育ってね。

 よろしくね！

月 日 曜日 上　球　磨 中　球　磨 その他地域 小　児　科

4 7 日 宮原医院
（TEL　42-2082）

酒瀬川内科
（TEL　38-0050）

緒方医院
（TEL　35-0131）

公立多良木病院小児科
多良木町　　　（TEL　42-2560）

4 14 日 渡辺医院
（TEL　42-2541）

ほづみ皮膚科医院
（TEL　26-5300）

権頭医院
（TEL　36-0008）

やまむら医院
あさぎり町　　（TEL　45-0005）

4 21 日 横山医院
（TEL　42-2132）

小川整形外科医院
（TEL　38-3455）

堤病院付属九日町診療所小児科
人吉市九日町　（TEL　22-2251）

4 28 日 仁田畑クリニック
（TEL　42-1123）

小林クリニック
（TEL　38-5670）

人吉総合病院小児科
人吉市老神町　（TEL　22-2191）

4 29 祭 ･月 井口医院（TEL　42-5570）
たかの眼科
（TEL　47-2550）

たかはし小児科内科医院
人吉市相良町　（TEL　24-2222）

※予定のため、変更になる場合もございますので、ご了承ください。

月 日 曜日 当　番　薬　局 そ　の　他

4 7 日

多良木いちご薬局（多良木町） （TEL　42-6888）

清風薬局サンロード免田店（あさぎり町）
（TEL　49-9600）

山口薬局ピーチ店（多良木町） （TEL　42-7712）
つばめ薬局（錦町） （TEL　25-2500）
山口薬局（多良木町） （TEL　42-2123）

4 14 日 エスエス堂きりん本町薬局（あさぎり町） （TEL　45-6330）
4 21 日

4 28 日 ひご薬局多良木店（多良木町） （TEL　49-1011）
百太郎薬局（錦町） （TEL　28-8123）

4 29 祭 ･月 たらぎ調剤薬局（多良木町） （TEL　43-0221）
くるみ薬局（多良木町） （TEL　49-9630）

※予定のため、変更になる場合もございますので、ご了承ください。

◆　球磨郡医師会休日在宅医当番（４月）　◆

◆　休日当番薬局（４月）　◆
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●今月の人口●
　男　………1,154 人
　女　………1,298 人
　計　………2,452 人
戸　数………  930 戸

村花………シャクナゲ
村木………………スギ
村鳥…………セキレイ 村花「シャクナゲ」

平成 25 年２月末現在 ４月の行事予定

資源ごみ／燃えないごみ

燃えるごみ：1日・8日・15日・22日・29日

4月のごみ収集・・・美しい水上　３R（リデュース・リユース・リサイクル）・温暖化防止活動に参加しましょう。

4
  4日：燃えないごみ

鉄くず、ガラス、陶器

11日：アルミ缶・スチール缶
透明びん・茶色びん

18日：燃えないごみ
鉄くず、ガラス、陶器

25日：アルミ缶・スチール缶
透明びん・茶色びん

 日 月 火 水 木 金 土
  1 2 3 4 5 6
 7 8 9 10 11 12 13
 14 15 16 17 18 19 20
 21 22 23 24 25 26 27
 28 29 30

４月１日㈪ 保育所入園式・消防団入退団式
４月８日㈪ 中学校入学式
４月９日㈫ 小学校入学式
４月24日㈬ 市房山山開き
４月28日㈰ しゃくなげ祭り
※予定ですので、変更になることがあります。

生ごみ電動処理機・処理容器の購入補助について
　家庭から出る生ごみの減量とリサイクル化を図るため、村ではコンポスト容器と電動式ごみ処理機の購入費
に対する補助制度があります。
　補助の内容につきましては、つぎのとおりです。
１　補助の対象　村内に住所を有し、住居されている個人の方が対象です。
　　・電気式処理機を購入し、生ごみを減量・堆肥化する場合
　　・堆肥化する容器を購入し、生ごみを堆肥する場合
２　補助金の額
・生ごみ処理容器及び処理機の購入費の２分の１以内（100円未満の端数は切り捨てた額）で、その額
が２万円を超えるときは、２万円とします。

　　　処理容器は１世帯２基まで、電気式処理機は１世帯１基まで。
３　補助金の交付申請
　　補助金の交付を受ける場合は、下記の書類を、水上村役場住民福祉課に提出してください。
　　・生ごみ処理促進事業補助金交付申請書
　　・領収証等支払いの証明となるもの（購入者の氏名が記載されているもの）

★リサイクルの日（第２・第４木曜日）の出し方についてお願い★
　各ごみ収集場にリサイクル分を出す場合は、アルミ缶・スチール缶・透明びん・茶色びんのみです。
　ペットボトルやその他のビン類・衣類・段ボールなどのリサイクルできるものは、必ずリサイクルセン
ターへ出してください。
　なお、空き缶・ビン類・ペットボトルは中をよくすすぎ、ふたを取り、新聞紙等や布類・段ボール等は、
適量をひもで強くしばって出してください。

水上村役場　住民福祉課

　　　　　　（担当：椎葉）　TEL44-0313

　今後も家庭ごみの水切りはもちろん、資源ごみへの分別
を徹底して収集ごみの減量をよろしくお願いします。
　分別すれば資源に、捨てればごみに変わります！
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岸
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彼
岸
桜
は
、本
州
の
東
北
地
方
か
ら
四
国
・
九
州
に
分
布
し
て
い
ま
す
。「
エ
ド
ヒ
ガ
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近
縁
で
、

ほ
か
の
サ
ク
ラ
よ
り
早
く
お
彼
岸
の
こ
ろ
に
開
花
し
ま
す
。花
は
淡
紅
色
の
五
弁
花
で
、蕾
の
と
き
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鮮
や
か
な
紅
色
で
す
。

　

彼
岸
桜
の
別
名
は「
小
彼
岸（
こ
ひ
が
ん
）」「
小
彼
岸
桜（
こ
ひ
が
ん
ざ
く
ら
）」と
も
呼
ば
れ
ま
す
。
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と
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マ
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の
交
配
で
生
ま
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と
考
え
ら
れ
る

サ
ク
ラ
の
園
芸
品
種
で
す
。

花
言
葉
：「
心
の
平
安
」（
彼
岸
桜
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　今年の桜開花宣言は３月11日で、昨年よりも11日早い開
花となりました。市房ダム湖の桜も21日には満開となり、
桜の下で弁当を広げたり、写真を撮る多くの花見客で賑わ
っていました。

市房ダム湖の桜（湖面からの眺め）


